
 

 



 

 
珪鉄 

 

珪鉄では通常、Si、Fe および Ca 成分を検査します。Skyray の装置だと Al、Ca、Mn、Cr、および Ti などの元素も

正確に検査できます。下図は珪鉄を EDX3600B で検査した時のスペクトルと検量線です。 

 

スペクトル 

 
 
珪鉄中の Mn 成分の検量線 

 
 
 
珪鉄検査の測定精度 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

セメント、鉄鋼、非鉄金属、(コンクリート用)砂利材、RoHS 検査に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト効率の良い世界最先端の X線発生高電圧ユニットが州の基準に対応した結果を生みだします。 

本装置は冶金や建築材関連企業に開発されました。 

 

 

 

Skyray の開発した高精度分析装置 

 

 

XRFの技術が使われているEDX3600Bは迅速かつ正確な分析が可能です。XRFでは低エネルギーの X線によりSi,S,NA

および Mg などの軽元素を効率良く励起させることができます。また、検査時間も短く検査効率もかなり向上してい

ます。EDX3600B は UHRD 検出器によりエネルギーの直線性、エネルギー分解能、スペクトルおよびピークバックグ

ラウンド比(SN 比)も優れています。また自動スペクトル安定化装置もついているため、データも安定しています。 

UHRD の技術により元のスペクトルを容易に分離できるため、Si,S,Al などの軽元素の測定精度が向上します。 

多変量解析により、元素間の吸収や反発効果の影響も極力抑えられます。 

 

 

 

 



 

パフォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

製品パラメーター 

 

名称: Skyray 蛍光 X線分析装置 

モデル: EDX3600B 

使用電圧: AC 110V/220V 

消費電力: 200W 

動作温度: 15℃から 30℃ 

動作湿度: 35%から 70% 

サンプルチャンバー広さ: 320mm×180mm 

寸法: 650mm×608mm×466mm 

重量: 75Kg 

 

仕様 

 

測定可能元素: Na から Uまで 

測定濃度レンジ: 1ppm から 99.99%まで 

24 種類までの元素を同時測定 

機能: セメント、鉄鋼、砂利等の元素分析 

表面解析: 各層 0.005μm で 11 層以上 

測定精度: 0.05% 

試料形態: 粉体、固体、液体 

検査時間: 60-200 秒 

エネルギー分解能: 150±5 eV 

管電圧: 5kV から 50kV 

管電流: 50uA から 1000uA 

 

 セメント、鉄鋼、表面検査および RoHS 用としての本格的な全元素分析装置 

 内蔵シグナル増大器により信号処理能力が 25 倍に向上 

 サンプルに応じてコリメーターおよびフィルターを自動切り替え可能 

 液体窒素冷却に替わる電子冷却 UHRD 検出器 

 高性能ハードウェアに見合った高性能ソフトウェア 

 



 

アプリケーション 

 

EDX3600B は鉄や鉄鋼関連産業で広く使われてきました。 

 

   納入先              用途 

 

1  Shanxin Hanzhong Steel Co.Ltd.    溶鉱炉スラグ、銑鉄、ペレット、ドロマイト、ベントナイトの検査 

 

2  Xiaojiao Steel Rolling Plant, Fujian  溶鉱炉スラグ、銑鉄、石灰石、シンタの検査 

   Sanming SteelGroup Co.Ltd. 

 

3  Daguanshan Mine,             石英、ドロマイト、一般および特殊シリコンの検査 

   Taiyuan Iron & Steel (Group) Co. Ltd. 

 

4  Tangshan Baoye Group Iron and Steel Co., Ltd. 

                                         溶鉱炉スラグ、銑鉄、シンタ、融解マグネシア、鉄含有粉等の検査 

 

技術の向上: 真空システム 

従来の装置に比べ、真空システムには利点があります。空気の影響を遮断するために、

測定範囲が広がるからです。指先だけで開閉・昇降操作ができます。 

強度と美しさを兼ね揃えた内装 

スチール構造により強度が保障されている上に、内装部分にはプラスチックのようなな

めらかさと美しさがあります。 

コリメーターおよびフィルターの自動切替 

煩雑な手作業もなく、いろいろなところに気を配ったテクノロジが使われています。 

三重安全保護装置 

マトリックス効果修正可能モデル 

多変量解析 

様々な解析モデルオプション 



 

さらに EDX3600B は冶金や鉱業でも使われています。 

 

 納入先 用途 

1  中国国立博物館 セラミック、古代の壺、銅器の検査と年代特定および権

威づけ 

2 Shanxi Heavy Vehicle Group Co. Ltd. 鉄、鉄鋼、ねじ、合金の検査(標準を満たすかの検査) 

3 Zhejiang Zhengtai Electrical Appliance 

Co. Ltd. 

合金、鉄、鉄鋼、ステンレス、プレート他鉄材の検査 

4 Hena Baige Group Co. Ltd. コランダム最終製品の成分の検査および品質管理 

5 Jiangmen Fuyi Magnetic Metarial Co. Ltd. 鉄製品とマグネシウム製品の混合比率の検査 

6 Jiangsu Lianyungang Geography 

Engineering Exploration Institute 

ニボジウムおよびタンタル鉱石の検査。鉱物の検査と収

集 

7 Shangdong University of Science and 

Technology 

教育および研究目的で使用。(鉱物と合金の検査等) 

 

 

鉄および鉄鋼関連産業用途での X 線装置 EDX3600B と従来の装置との違い 

 

鉄および鉄鋼関連産業は大規模で稼働が止まることのない産業です。原材料、製品の付属品、中間品を迅速に検査

して検査結果を生産プロセスの指標として使わなければなりません。このように独特な産業では、迅速に検査結果

が得られることが必須条件です。従って、この産業での検査は①サンプルの多様性および②迅速検査という二つの

特徴づけることができます。 

 

 従来の検査装置 EDX3600B 

スピード 10 分～30 分 2 分～5分 

精度 オペレーターのスキルへの依存度大きく、

再現性低い 

オペレーターへの依存度低い、高精度および再現性 

労働集約度 高い 低い、ほとんど自動化 

分析対象 1 回に 1元素 一回に数十種類の元素 

化学相関性 検査方法は 

試料の化学的性質により異なる 

物理的検査。試料との化学的相関性低い 

コスト 高 低 

スキルの必

要性 

高度のスキルで長期間のトレーニングが 

必要 

簡単なトレーニングで済む 

 



 

元素の X線放射の特徴 

各元素は励起した時にそれぞれのエネルギーレベルで X 線を放射します。この X 線は元素に固有で、蛍光 X

線と呼ばれます。EDX はこの原理を元に分析しています。 

 

散乱 X線 

スペクトルのバックグラウンドです。 

 

光電子 

光電子は検出器の基本です。試料中に、各元素の X 線強度は I1,I2,I3,I4,I5…と表示されます。たとえば炭

素の含有量は X線強度から以下のように表示されます。 

C = f(I1,I2,I3,I4,I5…) 

上の式は複雑ですが校正のための標準試料を測定することにより得られる相関係数 K1,K2,K3,K4,K5 を使って

下記のように表せます。 

C = K1*I1+ K2*I2+ K3*I3+ K4*I4+ K5*I5 

 

 



 

 

 

 



 

鉄および鉄鋼産業 

 

銑鉄 

銑鉄は鉄及び鉄鋼産業の生産プロセスにおいて最も重要な中間品です。銑鉄の質が最終製品の質を決めると言って

も過言ではありません。銑鉄の質に応じて鉄鋼鋼片に加工されるまでのエネルギーや随伴鉱物の使用量が決まりま

す。 

X 線分析器はこの、銑鉄に含まれる Si, Mn, P および S 成分を測定することができます。 

下図のスペクトルは EDX3600B によりとった鉄のスペクトルです。 

 

スペクトルを見ると Si,Mn,P および S のスペクトル線が明確に出ているのがわかります。そしてスペクトルから元

素中の成分量が簡単に得られます。さらに、Al や Cr 等の随伴鉱物に含まれる元素のスペクトル線もはっきりとわ

かります。これらも同時に測定されています。 

 

銑鉄中の Si 成分の検量線 

 

 

銑鉄検査の測定精度 

 



 

 

 

    高アルカリ焼結鉱のスペクトル            低アルカリ焼結鉱のスペクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペクトルを見ると Fe, Ca,およびのスペクトル線が明確に出ているのがわかります。そしてスペクトルから元素

中の成分量が簡単に得られます。さらに、Al,K,S,Fe および Mg 等の随伴鉱物中に含まれる元素のスペクトル線もは

っきりとわかります。これらも同時に測定されています。 

 

焼結鉱中の Ca の検量線と関連データ 

 

 

焼結鉱検査の測定精度 

 

焼結鉱 

 

焼結鉱の検査では、EDX3600B は主に、Fe,Ca,および Si を検出します。 

精度には高い信頼性があります。また Mg,P,S,Cr,Mn および Ti などの

副次的成分も検出することができます。下図は EDX3600B で焼結鉱石

を検査した時のスペクトルと検量線です。 

 



 

 

 



 


